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研究の背景､目的

von Hippel(1988)
製品カテゴリによるイノベーションの源泉の違い

パワーショベル,化学製品など
メーカーがイノベーションの源泉

科学測定器など
ユーザー(企業)がイノベーションの源泉となることが多い｡

イノベーションの源泉の規定要因
期待経済利益仮説 ( von Hippel 1988)
「イノベーションから得られる期待経済利益」を多く持つ者ほど、イ
ノベーションの源泉となる確率が高いという
小川 (2000)

実証研究でもこの仮説は支持されていない｡
大学などの非営利主体によるイノベーションを説明できない｡

情報の粘着性仮説 ( von Hippel 1994)

情報の粘着性stickiness of information
｢特定の状況において､情報の探索者seekerが情報を利用できるように移転す
るために必要となる追加コスト｣

イノベーションの実現にはニーズ情報､技術情報が必要
ニーズ情報の粘着性が高い場合にはユーザー､技術情報の粘着性が高い場合に
はメーカーがイノベーションの源泉となる｡

情報の粘着性の規定要因
情報の性質(暗黙性/明示性)
情報の量
送り手の属性
受け手の属性

実証例(Ogawa 1998; 小川 2000)
セブンイレブン-NECでの受発注システム
食品メーカーとセブンイレブンの間での新製品

本研究での仮説の枠組み

企業の能力
問題解決/ニーズ情報探

索/迅速性

消費者の能力
問題解決/ニーズ発信

情報の特性
技術/ニーズ

量と暗黙性/形式性

企業が与える情報･ツー
ル

ユーザー･イノベーショ
ン

新製品開発パフォーマン
ス

革新性/スピード/市場で
の成功

コミュニティ

コントロール変数
競合､シェア､業種など



データ
調査対象 
上場製造業で製品開発を行っている部門長｡

調査方法
郵送法

調査フレーム
ダイヤモンド社会社職員録より､製品開発を担当しているだろう以下の者

を抽出｡｢商品企画｣など部署がある企業を選び､その長を選ぶ｡商品企画など
の部署がない企業については､管理部門など､製品開発に関連がありそうな部
署の長を選ぶ｡
回収数/発送数および回答率

2007年　151/612=24.7%
2008年　124/646=23.4%
2009年　103/631=16.3%
2010年　133/677=19.6%

仮説の検定方法

概念は直接測定できない
各概念ごとに2-4項目を設定｡リッカート尺度で主観的に回答
例　ユーザー･イノベーションの発生
「(貴社の業界では)ユーザーが実際に新しい製品を実現する
ことがある。」
「貴社のユーザーが，新しい製品をつくったりイノベーショ
ンの源泉となったりすることはありますか?」

探索的､確認的因子分析による収束､弁別妥当性の確認
構造方程式モデルによる検定

表　ユーザー･イノベーションの発生状況 仮説の検定結果(全体)

注)実線は少なくとも10%水準で有意となった係数｡
コントロール変数も推定したが図では省略した｡

F16(新製品の成
功)

F10(ツール提供)

F11(情報提供)

F12(コミュニ
ティ)

F14(製品開発の
スピード)

F15(新製品の革
新性)

F20(競争)

F21(市場地位)

F22(チャネル)

F2(ニーズ情報の
量)

F3(技術情報の
量)

F8(技術情報の形
式性)

F9(ニーズ情報の
暗黙性)

F4(ユーザーの問
題解決能力)

F5(ユーザーの
ニーズ発信能力)

F6(企業の問題解
決能力)

F7(企業の探索能
力)

V43(売上)

V45(消費者との
直接取引)

F1(ユーザーイノ
ベーション)

F13(企業の迅速
な対応能力)

0.273***

-0.272***

0.162***

0.612***

0.124
0.207**

-0.06***

0.358***

0.497***

0.014 -0.572***

-0.814***

-1.37***

0.994***

-0.157***

0.017

0.552***

0.01

-0.157***

0.49***

0.657***

0.065

0.286***

0.548***

0.184***
0.143***

0.103***

-0.159**

-0.243

0.093

0.286***

0.006
-0.262***

0.525***

1.365***

-0.765***

0.398***

0.031**

-0.282***

0.387***

0.524***
1.288***

-0.884***

0.736***

-0.046

-0.526
0.035

-0.505***

1.179** 2.773***

-1.852**

企業の能力

ユーザーの能力

情報

新製品のパフォーマンス

コントロール変数

0.72***

RMSEA=0.053



仮説の検定結果(情報)

F16(新製品の成
功)

F10(ツール提供)

F11(情報提供)

F12(コミュニ
ティ)

F14(製品開発の
スピード)

F15(新製品の革
新性)

F2(ニーズ情報の
量)

F3(技術情報の量)

F8(技術情報の形
式性)

F9(ニーズ情報の
暗黙性)

F4(ユーザーの問
題解決能力)

F5(ユーザーの
ニーズ発信能力)

F6(企業の問題解
決能力)

F7(企業の探索能
力)

F1(ユーザーイノ
ベーション)

F13(企業の迅速
な対応能力)

0.273***

-0.272***

0.162***

0.612***

0.124
0.207**

0.497***

0.014

-0.572***

-0.157***

0.017

0.552***

0.01

-0.157***

0.49***

0.657***

0.065

0.286***

0.548***

0.184***0.143***

0.103***

-0.159**

-0.243

0.093

0.286***

0.398***

0.387***

0.736***

-0.046

-0.526

企業の能力

ユーザーの能力

情報

新製品のパフォーマンス

0.72***

情報の暗黙性/形式性
　(+)技術情報の形式性　　棄却
　(+)ニーズ情報の暗黙性　支持
情報の量
　(-)技術情報の量　　　　支持
　(+)ニーズ情報の量　　　支持

仮説の検定結果(能力について)

F16(新製品の成
功)

F10(ツール提供)

F11(情報提供)

F12(コミュニ
ティ)

F14(製品開発の
スピード)

F15(新製品の革
新性)

F2(ニーズ情報の
量)

F3(技術情報の量)

F8(技術情報の形
式性)

F9(ニーズ情報の
暗黙性)

F4(ユーザーの問
題解決能力)

F5(ユーザーの
ニーズ発信能力)

F6(企業の問題解
決能力)

F7(企業の探索能
力)

F1(ユーザーイノ
ベーション)

F13(企業の迅速
な対応能力)

0.273***

-0.272***

0.162***

0.612***

0.124
0.207**

0.497***

0.014

-0.572***

-0.157***

0.017

0.552***

0.01

-0.157***

0.49***

0.657***

0.065

0.286***

0.548***

0.184***0.143***

0.103***

-0.159**

-0.243

0.093

0.286***

0.398***

0.387***

0.736***

-0.046

-0.526

企業の能力

ユーザーの能力

情報

新製品のパフォーマンス

0.72***

企業の能力
　(-)問題解決(技術的)能力　棄却　(+)で有意
　(-)迅速な対応能力　　　　支持
　(-)ニーズ探索能力　　　　棄却

ユーザーの能力
　(+)問題解決(技術的)能力　支持
　(-)ニーズ発信能力　　　　支持

仮説の検定結果(情報､能力の規定要因)

F16(新製品の成
功)

F10(ツール提供)

F11(情報提供)

F12(コミュニ
ティ)

F14(製品開発の
スピード)

F15(新製品の革
新性)

F2(ニーズ情報の
量)

F3(技術情報の量)

F8(技術情報の形
式性)

F9(ニーズ情報の
暗黙性)

F4(ユーザーの問
題解決能力)

F5(ユーザーの
ニーズ発信能力)

F6(企業の問題解
決能力)

F7(企業の探索能
力)

F1(ユーザーイノ
ベーション)

F13(企業の迅速
な対応能力)

0.273***

-0.272***

0.162***

0.612***

0.124
0.207**

0.497***

0.014

-0.572***

-0.157***

0.017

0.552***

0.01

-0.157***

0.49***

0.657***

0.065

0.286***

0.548***

0.184***0.143***

0.103***

-0.159**

-0.243

0.093

0.286***

0.398***

0.387***

0.736***

-0.046

-0.526

企業の能力

ユーザーの能力

情報

新製品のパフォーマンス

0.72***

ツール→情報
　(+)技術情報の形式性　　支持
　(-)ニーズ情報の暗黙性　棄却
　(-)技術情報の量　　　　棄却
　(-)ニーズ情報の量　　　棄却
ツール→ユーザーの能力
　(+)問題解決(技術的)能力　棄却(-)
　(+)ニーズ発信能力　　　　棄却
情報提供→ユーザーの能力
　(+)問題解決(技術的)能力　支持
　(+)ニーズ発信能力　　　　支持
コミュニティ→ユーザーの能力
　(+)問題解決(技術的)能力　支持
　(-)ニーズ発信能力　　　　支持

仮説の検定結果(ユーザー･イノベーションと製品開発)

F16(新製品の成
功)

F10(ツール提供)

F11(情報提供)

F12(コミュニ
ティ)

F14(製品開発の
スピード)

F15(新製品の革
新性)

F2(ニーズ情報の
量)

F3(技術情報の量)

F8(技術情報の形
式性)

F9(ニーズ情報の
暗黙性)

F4(ユーザーの問
題解決能力)

F5(ユーザーの
ニーズ発信能力)

F6(企業の問題解
決能力)

F7(企業の探索能
力)

F1(ユーザーイノ
ベーション)

F13(企業の迅速
な対応能力)

0.273***

-0.272***

0.162***

0.612***

0.124
0.207**

0.497***

0.014

-0.572***

-0.157***

0.017

0.552***

0.01

-0.157***

0.49***

0.657***

0.065

0.286***

0.548***

0.184***0.143***

0.103***

-0.159**

-0.243

0.093

0.286***

0.398***

0.387***

0.736***

-0.046

-0.526

企業の能力

ユーザーの能力

情報

新製品のパフォーマンス

0.72***

ユーザー･イノベーション
　(+)新製品の革新性　　　　支持
　(+)製品開発のスピード　　支持
　(+)製品の市場での成功　　支持



考察
ユーザー･イノベーションの規定要因について

情報の暗黙性/形式性
(+)技術情報の形式性　　棄却(有意でな

い)
(+)ニーズ情報の暗黙性　支持

情報の量
(-)技術情報の量　　　　支持
(+)ニーズ情報の量　　　支持 

ユーザーの能力
(+)問題解決(技術的)能力　支持
(-)ニーズ発信能力　　　　支持 

企業の能力
(-)問題解決(技術的)能力　棄却(+で有

意)　
(-)迅速な対応能力　　　　支持
(-)ニーズ探索能力　　　　棄却(有意でな

い)

｢ニーズ｣に関する仮説はほぼ支持され
た｡

｢技術｣に関する仮説のうち､
ユーザーイノベーションの発生は技

術的要因よりも､ユーザー､ニーズ要因に
よって規定される｡

ユーザーの能力についての仮説はとも
に支持｡

企業の能力については｢迅速な対応能
力｣のみが支持され､｢企業の問題解決能力｣
は仮説とは逆に正で有意｡

企業の能力が高いとユーザーの能力
も高まる?

ツール→情報
(+)技術情報の形式性　　支持
(-)ニーズ情報の暗黙性　棄却
(-)技術情報の量　　　　棄却
(-)ニーズ情報の量　　　棄却

ツール→ユーザーの能力
(+)問題解決(技術的)能力　棄却(-)
(+)ニーズ発信能力　　　　棄却

情報提供→ユーザーの能力
(+)問題解決(技術的)能力　支持
(+)ニーズ発信能力　　　　支持

コミュニティ→ユーザーの能力
(+)問題解決(技術的)能力　支持
(-)ニーズ発信能力　　　　支持

ユーザー･イノベーション
(+)新製品の革新性　　　　支持
(+)製品開発のスピード　　支持
(+)製品の市場での成功　　支持

ツールについての仮説の多くが棄却
された｡特に､ツールの提供はユーザの
能力と負の相関

ツールの提供はユーザーの能力を低下
させる?

技術レベルに応じたツールの必要性
ユーザーがカスタマイズすることが

容易な製品である｡
ユーザーが開発したり､カスタマイ

ズするための情報やツールは簡単に入
手できる｡

ユーザーに開発ツールを提供してい
る

これに対して情報提供､(ユーザー)
コミュニティの活動はユーザーの能力
を高める｡

まとめ
理論的検討

イノベーションの源泉の規定要因として情報の粘着性理論的を検討｡下記を含んだモデルに
発展｡

情報の性質､量
企業､ユーザーの能力
これらの規定要因

ツール､情報､コミュニティ
ユーザー･イノベーションと製品開発

実証
日本の上場メーカーの2割弱がユーザー･イノベーションの発生を認識
モデルの全体的なあてはまりは良好

(ユーザー)イノベーションの源泉は企業､消費者の能力､情報の性質によって規定される｡
これらは､ツール､(ユーザーへの)情報提供､コミュニティによって変化する｡

ツールは技術情報の形式性にのみ影響｡これに対して情報提供､コミュニティはユー
ザーの能力を高める｡

ユーザー･イノベーションは製品(開発)のパフォーマンスを高める｡
今後の課題

棄却された仮説についてのさらなる検討｡

参考文献
•Hamaoka, Yutaka (2010), "Antecedents and Consequences of User Innovation," in User and Open 
Innovation Workshop. Sloan Management School, Massachusetts Institutes of Technology, Cambridge, 
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•Nakamura, Kenta and Hiroyuki Odagiri (2005), "R&D Boundaries of the Firm: An Estimation of the 
Double-Hurdle Model on Commissioned R&D, Joint R&D, and Licensing in Japan," Economics of 
Innovation and New Technology, 14 (7), 583-615.
•Ogawa, Susumu (1998), "Does sticky information affect the locus of innovation? Evidence from the 
Japanese convenience-store industry," Research Policy, 26 (7-8), 777-90.
•Pisano, Gary P. (1990), "The R&D Boundaries of the Firm: An Empirical Analysis," Administrative 
Science Quarterly, 35 (1), 153-76.
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•von Hippel, Eric and Ralph Katz (2002), "Shifting Innovation to Users via Toolkits," Management 
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•---- (2009), マーケティングにおける創造性の研究:　消費者/コミュニティの創造性を中心に: 平成20-21年度　
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•濱岡豊､ 田中秀樹 (2006), "コミュニケーションインテグリティの確立にむけて:あなたは消費者の声に応えてい
るか?," マーケティング・ジャーナル, 25 (3), 54-70



Differences between B2B and B2C

Table Coefficients where Equality Constraints were 
Rejected

B2B B2C
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各概念の測定項目
概念 ワーディング α係数
ニーズ情報の量 製品を開発する際には事前に多量のニーズ情報を収集しなければならない 0.785

製品開発から発売までのプロセスで､さらに多くのニーズ情報が必要となる
技術情報の量 製品を開発する際には事前に多量の技術についての情報を収集しなければならない 0.782

製品開発から発売までのプロセスで､さらに多くの技術情報が必要になることが多い
技術情報の形式性 スペック､仕様などで製品の特徴が十分にわかる製品である｡ 0.514

標準化された部品､素材を利用できる｡
製造方法や製品の特徴などを客観的な言葉で表現できる｡

ニーズ情報の暗黙性 顧客もニーズを明確に表現しにくい｡ 0.365
使ってみないと良さがわからない製品である｡

ユーザーの技術能力 優れた知識を持つユーザーが多い 0.845
極めて先進的なニーズをもつユーザーがいる｡

ユーザーのコミュニケー
ション能力

ユーザーから苦情や喜びの言葉が伝えられることが多い 0.585ユーザーのコミュニケー
ション能力 ユーザーからの新しい製品についての提案が多い
メーカーの技術能力 他社と比べて優れた技術をもっている 0.623

他社と比べて特許の数は多い｡
メーカーのコミュニケー
ション能力

収集した情報を十分に検討している。 0.852メーカーのコミュニケー
ション能力 潜在的なニーズも把握する｡
メーカーのコミュニケー
ション能力

潜在顧客の情報も把握する｡
メーカーの迅速な対応能
力

(E)情報を得ても実行するまでには時間がかかる｡ 0.516メーカーの迅速な対応能
力 顧客からの提案を製品やマーケティングへと迅速に反映する｡
ツール提供 ユーザーがカスタマイズすることが容易な製品である｡ 0.626

ユーザーが開発したり､カスタマイズするための情報やツールは簡単に入手できる｡
ユーザーに開発ツールを提供している

情報提供 ユーザーに新製品の発売や使い方などについての情報を提供している 0.727
ユーザーに製品の技術を提供している

コミュニティとの交流 インターネット上でのユーザー間での交流が活発である｡ 0.595
対面でのユーザー間での交流が活発である｡

ユーザーイノベーション ユーザーが実際に新しい製品を実現することがある 0.528
貴社のユーザーが､新しい製品をつくったりイノベーションの源泉となることはありますか?貴社のユーザーが､新しい製品をつくったりイノベーションの源泉となることはありますか?

回答企業の業種分布

12% 

7% 

3% 

18% 

15% 

1% 

5% 4% 

6% 

14% 

19% 
20% 

0% 

18% 

7% 

11% 

8% 

1% 1% 
2% 
1% 
2% 

0% 0% 1% 0% 

3% 

0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 1% 

6% 
5% 

0% 

5% 

10% 

15% 

20% 

25% 

30% 

1.
食
品
 

2.
繊
維
 

3.
パ
ル
プ
・
紙
 

4.
化
学
工
業
 

5.
医
薬
品
 

6.
石
油
 

7.
ゴ
ム
 

8.
窯
業
 

9.
鉄
鋼
業
 

10
.非
鉄
金
属
及
び
金
属

11
.機
械
 

12
.電
気
機
器
 

13
.造
船
 

14
.自
動
車
・
自
動
車
部

15
.そ
の
他
輸
送
機
器
 

16
.精
密
機
器
 

17
.そ
の
他
製
造
業
 

18
.水
産
 

19
.鉱
業
 

20
.建
設
 

21
.商
社
 

22
.小
売
 

23
.銀
行
 

24
.証
券
 

25
.保
険
 

26
.そ
の
他
金
融
業
 

27
.不
動
産
 

28
.鉄
道
・
バ
ス
 

29
.陸
運
 

30
.海
運
 

31
.空
運
 

32
.倉
庫
・
運
輸
関
連
 

33
.通
信
 

34
.電
力
 

35
.ガ
ス
 

36
.サ
ー
ビ
ス
業
 

37
.そ
の
他
 

回
答
率
(複
数
選
択
) 

07NPD 08NPD 09NPD 10NPD 


